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うんとうかいれんしゆう はじ 

もうすぐ運動会練習が始まります！ 
けがをせず、繋しく蓮新するために、茨のことに窪慧しましょう。 

ノ 

手のつめは10日で輪lmm仲びます。つめを窃らないでいると、つめに

よごれゃ紺嘗が買り込んだり、ものが昌たった蒔に罰れたり、裕の災とぶつ

かった蒔に篇っけたりしてしまうことがあります。 

夢 

’ 一 ’  、 ■ ~ ． ~ ． ~ ● ~ ・ー・ー・ー・ー・ー 保護者の方ノ＼ー 

運動会の時にトイレのごみ袋として使用するので、おうちで不要になっ

た中くらいの紙袋がありましたら、保健室までお願いいたします。また、 

不要になった子供用の靴下や端切れがありましたら、寄付していただける

と助かります。ご協力よろしくお願いいたします。 
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正しいくつの選び方 

自券の楚に各わないぶさなくつをはいていると、歩しずっ腎に負笹がかかり、楚や

稽が菱晃することがあります。また、笈箭に笑きすぎるくつをはいていると、絵びや

すく、くつがぬげやすくなるため、ねんざを起こすことがあります。くつを選ぶとき

は、つま先にlcmほどゆとりがあるものを選ぶようにしましょう。 

〔薦がやわらかく菱是している 

i★灘鹸を雫券にとる 	 ★輸ごはんをしっかりと食べる 

I ★撃備蓮勤をする 	 ★￥達のつめを賞くt,Jっておく 

l★i:&各礎に各ったくつをはく ★こまめに梨編縮をする 
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①首い蔀券を歩し ②背は旨い蔀券を
義してあります。 歩し髪して白り 

ます。 

＠叢鏑硝も筒じ 
き 

ように切り、やす

りをかけます。 

あし 	 き 	 り」う 

足のつめを切るときは、両

徹の背に歩し気みをつけま 

しよう。 

→ 

あし 

足のつめ 

つめを切るときは

手のつめ 
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貿採みは子誠に繋しくすごせま

したかついよいよ2拳廟がはじま

りました。まだ馨し Tiが競くので、 

甥リズムを貿えて、裸蓄畿重

をしていきましょう。 
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行事 

	

がつ にち 	 しんたいけいそく 

9月4日（火） 身体計測 1 

	

にち 	 しんたいけいそく 

5日（水） 身体計測 2 

	

にち 	 しんたいけいそく 

6日（木） 身体計測 3 

三さい。 ノ 

たいそうふ＜ ようい 

★体操服を用意してください。 

★警の毛を賢の主で網まないでください。 
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まいにち せいかつ おも だ 

毎日の生活を思い出して、 

（はい・いいえ）に〇をつけ

ましよう。 
静想蝉認確掘揺 

I 覇軍く 

I 急きている 
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緩農、る 
護勲｝忌才〕いえ） 

ゲームやテレビの 
じかん き 

時間を決めている 

k（はい・いいえ）A 

歯みがき 

している 

ぐはい‘いいえ）A 

r 	 、 
じ 

9時までにI 
ね 

寝ている 

L（はい・いいえ）J 

h
ビ
●」F
」m
 

た 

食べている 

懸轟捜轟轟轟 
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浴鷲肩．クーラー駕にご窪熱 

鰐によって管が浴えすぎてしまうと、弱冒．粉．餓．難の浴えなどさまざまな

冨買がでることがあります。意麦を雫げすぎないようにしたり、撫磯齢したり、浴鷺

と-fr竿に待き各いましょう。 

ほけんもくひよう 

保健目標 

ふせ 

けがを防ごう 

戸 9月9日は誠蓄の白 

さまざまなけがの手普 

舞麟麟鳶蕪聾鷲 

	

‘ずぐち 	し，うへ人 	みず 	あら 

すぐに傷ロやその周辺を水で洗い流し 

	

ち 	で 	 ば馴、 

ましよう。血が出ている場合には、水で

麗ってから蒲累 

なガーゼやハン 	．』’ 

力チなどでおさ 	皿 r'' 
えて、血を止め 	，噛っ， 

ます。 	 ，乱 I 

をが

みf 

薮 	鷺嚢轟戴響 
話慧手雪の重栄は、まずは求などで常 

よよん 	む り 

やすことです。Iづがをした部分は無理に

薪かしたり、嵩めたりせず、姿静にしま

しよう。 

血 湘 

麟驚蕪纏灘‘藻静畿 
すぐに帯策ゃ求で常ゃすようにしま 

‘・た 	かる 	 ひ 

しよう。痛みが軽くなるまで冷やします。 
D 

冷ゃ1ことl三よ 	▲A 

鷺峯夢 
きます。 

整運舞麟麟響響き浮驚篤雲勲譲篇に愛．・
醸烈麟I織i‘にm箆F7平唾慮轟急」‘繊＝l妥‘熱I 

雫を尚いて、競稽と笑産し署で算をお 
は“ 	い 	く‘ちちか 	ほモ 	けっ 

さえましよう．鼻の入りロ近くの細い血 
かん 	し”けっ 

管から出血する 
よよん 

ので、この部分 

を5~10券簡 	~ 
ほどおさえてい 	~ 

ると、自然にお 	ー~ 

さまります。 	 ~ 
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議難舞驚麟鷺麟鷺驚 
策造呆でうがいをし、宙置があれば、 

落緊なガ一ゼゃハン力チなどでおさえて

正置します．歯がぬけた傷答は、歯の良 
‘と 	‘ 

元は持たず、ぬけ 

鷺鷲ミ嫡・ 
ます。 


